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　第一次世界大戦と第二次世界大戦の間の「両大戦間期」。その約20年間
は、国際秩序と自由貿易体制が揺らぎ、世界にとって「失われた時代」であっ
た。戦後、その教訓から、米国主導で「自由で開かれた国際協調主義体制」
が確立された。しかし、今、再びそれが揺らぎ始めている。当時と今の状
況と課題を照らし合わせつつ、日本を代表するジャーナリスト・船橋洋一
氏と櫻井審議委員が語り合った。
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櫻井 眞

「
第
一
次
・
第
二
次
大
戦
間
期
」の
歴
史
に
再
び
学
ぶ



NICHIGIN 2017 NO.5019

船
橋　

昔
、
ご
一
緒
に
本
を
出
版
し

た
と
き
（
注
１
）
に
は
、
日
本
銀
行
で

対
談
を
行
う
と
は
思
っ
て
も
み
ま
せ

ん
で
し
た
。

櫻
井　

私
も
全
く
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
よ
。
早
速
で
す
が
、
船
橋
さ

ん
は
地
政
学
を
テ
ー
マ
に
雑
誌（
注
２
）

の
連
載
を
長
く
続
け
て
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
す
ね
。
そ
の
な
か
で
、
第
一
次

世
界
大
戦
（
一
九
一
四
～
一
八
年
）

か
ら
第
二
次
世
界
大
戦
（
一
九
三
九

～
四
五
年
）
の
「
両
大
戦
間
期
」
を

今
の
時
代
に
照
ら
し
て
考
え
る
こ

と
が
大
事
だ
と
書
い
て
お
ら
れ
ま
し

た
。
私
も
一
九
世
紀
後
半
か
ら
両
大

戦
間
期
ぐ
ら
い
ま
で
の
歴
史
に
興
味

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
時
期
に
世
界
の

経
済
が
停
滞
し
、
国
際
秩
序
が
崩
れ

て
い
っ
た
。
背
景
に
は
覇
権
国
と
新

興
国
の
深
刻
な
対
立
が
あ
り
、
米
国

の
政
治
学
者
の
グ
ラ
ハ
ム
・
ア
リ
ソ

ン
は
そ
の
過
程
を
「
ツ
キ
デ
ィ
デ
ス

の
罠
」（
注
３
）
と
名
付
け
て
、
現
代

へ
の
警
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
ま
す
。

船
橋　

ア
リ
ソ
ン
を
中
心
と
す
る

ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
の
ベ
ル
フ
ァ
セ
ン

タ
ー
の
研
究
チ
ー
ム
が
「
ツ
キ
デ
ィ

デ
ス
の
罠
」
に
あ
た
る
過
去
五
〇
〇

年
の
ケ
ー
ス
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、

一
六
例
の
う
ち
一
二
例
ま
で
が
戦
争

に
至
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
の
よ
う

で
す
ね
。

櫻
井　

一
九
世
紀
は
、
英
国
が
「
大

国
」
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
半

に
さ
し
か
か
る
一
八
六
九
年
、
ス
エ

ズ
運
河
が
開
通
し
た
頃
か
ら
世
界
の

地
政
学
的
要
素
が
変
わ
り
始
め
ま
し

た
。
そ
し
て
ド
イ
ツ
が
台
頭
し
て
、

第
一
次
世
界
大
戦
に
突
入
し
ま
し

た
。
大
戦
後
も
混
乱
は
続
き
、
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
す
る
国
が
現
れ

な
い
。
一
九
世
紀
か
ら
両
大
戦
間
期

ま
で
の
歴
史
は
、
そ
う
い
う
流
れ
で

し
た
。

船
橋　

両
大
戦
間
期
を
一
八
七
〇
年

頃
か
ら
の
射
程
距
離
で
捉
え
る
視
点

は
、
と
て
も
興
味
深
い
と
思
い
ま
す
。

第
一
次
世
界
大
戦
を
は
さ
ん
で
、
英

国
と
ド
イ
ツ
、
そ
し
て
英
国
と
米
国

と
い
う
二
つ
の
「
ツ
キ
デ
ィ
デ
ス
の

罠
」
が
こ
の
間
、
進
行
し
た
と
思
う

の
で
す
。
米
国
は
南
北
戦
争
か
ら
米

西
戦
争
（
注
４
）
に
か
け
て
世
界
の
大

国
と
し
て
台
頭
し
て
い
き
ま
す
。
ま

た
、
両
大
戦
間
に
な
る
と
、「
ツ
キ

デ
ィ
デ
ス
の
罠
」
に
加
え
て
も
う
一

つ
、「
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
ジ
レ
ン

マ
」
も
そ
こ
に
重
な
っ
た
と
思
い
ま

す
。
第
一
次
世
界
大
戦
後
、
英
国
か

ら
米
国
に
覇
権
国
が
シ
フ
ト
し
ま
し

た
が
、「
英
国
に
は
意
思
が
あ
る
が

能
力
は
な
く
、
米
国
に
は
能
力
は
あ

る
が
意
思
は
な
い
」
と
い
う
状
況
を

も
た
ら
し
た
（
注
５
）。
両
大
戦
間
期

の
英
国
と
米
国
の
そ
う
し
た
関
係
が

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
空
白
期
を
生
ん

だ
と
思
い
ま
す
ね
。

　

歴
史
の
面
白
さ
と
怖
さ
は
、
世
界

の
別
々
の
と
こ
ろ
で
、
別
々
の
大
事

象
が
起
こ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
決
定
的
瞬

間
と
な
る
が
、
そ
の
実
、
そ
れ
ら
が

深
い
と
こ
ろ
で
つ
な
が
っ
て
い
る
と

い
う
局
面
が
あ
る
こ
と
で
す
。
両
大

戦
間
期
の
一
九
三
一
年
九
月
二
十
一

日
の
英
国
の
金
本
位
制
離
脱
で
パ

ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ
カ
（
大
英
帝
国
に

よ
る
平
和
）
が
終
わ
り
、
金
融
・
経

済
の
大
変
動
が
起
こ
っ
た
。
ア
ジ

世
界
の
経
済
と
秩
序
が
崩
れ
た

第
一
次
か
ら
第
二
次
大
戦
の
間

注
１

船
橋
氏
と
櫻
井
審
議
委
員
は
、
一
九
九
一

年
、
冷
戦
後
の
日
本
の
対
外
構
想
を
探
求
す

る
た
め
、
日
本
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
が
立
ち

上
げ
た
国
際
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
。
そ
の

成
果
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
大
学
か
らYoichi 

Funabashi eds.,Japan ,s International 
A

g
e

n
d

a

（N
e

w
 Y

o
rk U

n
ive

rsity 
Press,1994

）
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。

他
の
執
筆
者
は
、
田
中
明
彦
、
秋
野
豊
、
薬

師
寺
泰
蔵
、
伊
藤
隆
敏
、
岩
田
一
政
、
竹
中

平
蔵
の
各
氏
。

注
２

月
刊
『
文
藝
春
秋
』
の
「
新
世
界
地
政
学
」

で
連
載
中
。

注
３

ツ
キ
デ
ィ
デ
ス
の
罠

（T
he T

hucydides T
rap)

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
歴
史
家
ツ
キ
デ
ィ
デ
ス
（
紀

元
前
四
六
〇
頃
～
紀
元
前
四
〇
〇
年
頃
）
の

『
戦
史
』
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
、
新
興
勢
力
ア

テ
ネ
と
、
そ
の
脅
威
を
感
じ
た
覇
権
国
ス
パ

ル
タ
と
の
戦
争
（
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦
争
。
紀

元
前
四
三
一
～
紀
元
前
四
〇
四
年
）
に
な
ぞ

ら
え
、
新
興
勢
力
が
台
頭
し
、
既
存
覇
権
国

の
不
安
が
増
大
す
る
と
、
し
ば
し
ば
戦
争
が

起
こ
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
言
葉
。

注
４

米
西
戦
争

一
八
九
八
年
、
ス
ペ
イ
ン
領
キ
ュ
ー
バ
で
の

反
乱
を
き
っ
か
け
に
米
国
と
ス
ペ
イ
ン
と
の

間
で
行
わ
れ
た
戦
争
。
こ
の
戦
争
に
勝
利
し

た
米
国
は
、
キ
ュ
ー
バ
を
保
護
国
化
し
た
ほ

か
、
太
平
洋
上
の
グ
ア
ム
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸

島
を
領
有
し
た
。

注
５

キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
の
ジ
レ
ン
マ

米
国
の
経
済
学
者
・
歴
史
家
チ
ャ
ー
ル

ズ
・
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
（
一
九
一
〇
～

二
〇
〇
三
年
）
は
、
そ
の
著
作
『
大
不
況
下

の
世
界
』
の
中
で
大
恐
慌
が
深
刻
か
つ
長
期

化
し
た
要
因
と
し
て
、
米
英
両
国
の
国
際
経

済
安
定
に
か
か
る
こ
の
ジ
レ
ン
マ
を
挙
げ
て

い
る
。
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ア
太
平
洋
地
域
に
目
を
向
け
れ
ば
、

一
九
三
一
年
九
月
十
八
日
、
満
州
に

駐
留
す
る
関
東
軍
に
よ
る
満
州
事
変

が
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
成
立
し

た
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
体
制
（
後
述
）

の
崩
壊
を
招
い
た
。
こ
の
二
つ
が
ほ

ぼ
同
時
に
起
こ
っ
て
い
る
の
で
す
。

櫻
井　

両
大
戦
間
期
か
ら
遡
っ
て
歴

史
を
眺
め
る
と
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

（
注
６
）
後
、
欧
州
で
は
約
一
〇
〇
年

間
は
、
何
と
か
秩
序
が
保
た
れ
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
子
細
に
み
る
と
、

一
九
世
紀
の
後
半
、
普
仏
戦
争
（
注
７
）

あ
た
り
か
ら
秩
序
が
狂
っ
て
き
た
。

船
橋　

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
欧
州

の
旧
秩
序
回
復
を
目
指
し
た
ウ
ィ
ー

ン
会
議
（
注
８
）
で
は
、
敗
戦
国
の
フ

ラ
ン
ス
を
十
分
に
組
み
込
み
、
失
地

回
復
さ
せ
る
よ
う
な
体
制
を
組
み
ま

し
た
。
一
方
、
普
仏
戦
争
後
の
戦
勝

国
の
プ
ロ
イ
セ
ン
（
後
の
ド
イ
ツ
帝

国
）
は
、
敗
戦
国
の
フ
ラ
ン
ス
に
多

額
の
賠
償
金
を
課
し
、
ア
ル
ザ
ス
・

ロ
レ
ー
ヌ
両
地
方
の
領
土
を
割
譲
さ

せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
ド

イ
ツ
へ
の
復
讐
心
に
燃
え
た
フ
ラ
ン

ス
を
外
交
的
に
孤
立
さ
せ
る
こ
と
に

主
眼
を
置
い
た
ビ
ス
マ
ル
ク
体
制
を

構
築
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
の
反

動
と
し
て
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に

構
築
さ
れ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
（
注

９
）
に
お
い
て
フ
ラ
ン
ス
は
、
ド
イ

ツ
を
国
際
社
会
か
ら
排
斥
し
、
賤
民

扱
い
し
た
。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
の
フ
ラ

ン
ス
に
対
す
る
復
讐
心
を
か
き
立
て

ま
し
た
。
そ
し
て
、ド
イ
ツ
は
、ラ
ッ

パ
ロ
条
約
（
注
10
）
で
や
は
り
孤
立
し

て
い
た
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
の
ボ
ル
シ
ェ

ヴ
ィ
キ
政
権
と
組
ん
だ
り
、
一
度
は

加
盟
し
た
国
際
連
盟
を
脱
退
し
た
り

し
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
敗
戦
国
を

ど
う
扱
う
か
、
復
讐
心
を
ど
こ
ま
で

抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
が
カ
ギ
で

す
ね
。
敗
戦
国
を
組
み
込
ん
だ
形
に

す
る
こ
と
が
国
際
秩
序
を
つ
く
る
上

で
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
れ
が
で
き
な

い
国
際
秩
序
は
、
持
続
的
平
和
を
も
た

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

櫻
井　

国
際
連
盟
も
結
果
的
に
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
。
た
だ
、
第
二
次

大
戦
後
、
国
際
連
合
の
創
設
に
か
か

わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
に
は
、
ベ
ル
サ
イ

ユ
体
制
に
何
ら
か
の
形
で
関
与
し
た

人
が
多
い
で
す
ね
。
ジ
ャ
ン
・
モ
ネ

（
注
11
）
や
キ
ン
ド
ル
バ
ー
ガ
ー
ら
は

国
際
連
盟
で
働
い
て
い
ま
し
た
。
そ

う
し
た
人
た
ち
の
知
見
が
、
第
二
次

世
界
大
戦
後
の
国
際
連
合
の
創
設
や

米
国
の
政
策
に
生
き
る
こ
と
が
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
意
味
で
国

際
連
盟
の
遺
産
は
偉
大
で
あ
っ
た
気

が
し
ま
す
。

船
橋　

欧
州
中
心
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
体

制
に
対
す
る
ア
ジ
ア
太
平
洋
版
が
、

一
九
二
一
年
に
で
き
た
ワ
シ
ン
ト
ン

条
約
体
制
（
後
述
）
で
し
た
。
リ
ベ

ラ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー

ダ
ー
（
自
由
で
開
か
れ
た
国
際
協
調

主
義
体
制
）
の
は
し
り
で
す
ね
。
国

際
連
盟
は
米
国
が
加
盟
し
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
失
敗
に
終
わ
り
ま
し
た

が
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
際
秩

序
の
形
成
に
は
米
国
は
深
く
関
与
し

て
い
ま
す
。
米
国
主
導
で
ワ
シ
ン
ト

ン
会
議
が
開
か
れ
、
初
め
て
英
語
が

フ
ラ
ン
ス
語
と
と
も
に
公
用
語
に
な

り
ま
し
た
。
米
国
は
ア
ジ
ア
太
平
洋

戦
後
に
形
成
さ
れ
た

国
際
協
調
が
最
大
の

曲
が
り
角
に
来
て
い
る

注
６

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争

フ
ラ
ン
ス
の
ナ
ポ
レ
オ
ン
・
ボ
ナ
パ
ル

ト
（
一
七
六
九
～
一
八
二
一
年
）
に
よ
っ
て

一
七
九
六
年
あ
る
い
は
一
七
九
九
年
か
ら

一
八
一
五
年
に
か
け
て
フ
ラ
ン
ス
と
欧
州
諸

国
の
間
に
行
わ
れ
た
戦
争
。

注
７

普
仏
戦
争
（
一
八
七
〇
～
一
八
七
一
年
）

ド
イ
ツ
統
一
を
目
指
す
プ
ロ
イ
セ
ン
と
そ
れ

を
阻
も
う
と
す
る
フ
ラ
ン
ス
と
の
間
で
行
わ

れ
た
戦
争
。
フ
ラ
ン
ス
と
の
開
戦
準
備
を
進

め
て
い
た
プ
ロ
イ
セ
ン
は
、
同
時
期
に
起
き

た
ス
ペ
イ
ン
王
位
継
承
問
題
を
利
用
し
て
、

フ
ラ
ン
ス
国
民
を
挑
発
。
結
果
、
フ
ラ
ン
ス

は
プ
ロ
イ
セ
ン
へ
宣
戦
布
告
し
た
が
、
準
備

不
足
や
兵
力
の
差
も
あ
り
敗
北
し
た
。

注
８

ウ
ィ
ー
ン
会
議

ナ
ポ
レ
オ
ン
戦
争
後
の
欧
州
の
秩
序
再
建
の

た
め
、
一
八
一
四
年
か
ら
一
八
一
五
年
に
か

け
て
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
）

帝
国
の
首
都
ウ
ィ
ー
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際

会
議
。
敗
戦
国
フ
ラ
ン
ス
代
表
の
タ
レ
ー
ラ

ン
の
唱
え
た
フ
ラ
ン
ス
革
命
前
の
旧
体
制
へ

の
回
帰
（
結
果
的
に
フ
ラ
ン
ス
は
領
土
の
割

譲
を
免
れ
た
）
と
フ
ラ
ン
ス
を
含
め
た
欧

州
列
強
各
国
の
勢
力
均
衡
を
原
則
と
す
る

「
ウ
ィ
ー
ン
議
定
書
」
が
定
め
ら
れ
た
。

注
９

ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制

一
九
一
九
年
、
フ
ラ
ン
ス
の
ベ
ル
サ
イ
ユ
で

締
結
さ
れ
た
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
に
基
づ
く
体

制
。
同
条
約
で
は
、
ド
イ
ツ
に
対
し
て
、
フ

ラ
ン
ス
へ
の
ア
ル
ザ
ス
・
ロ
レ
ー
ヌ
の
返

還
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
独
立
お
よ
び
領
土
の
割

譲
、
ド
イ
ツ
海
外
植
民
地
の
放
棄
等
の
ド
イ

ツ
国
境
線
に
関
わ
る
条
項
お
よ
び
、
ド
イ
ツ

に
一
三
二
〇
億
金
マ
ル
ク
と
い
う
支
払
い
不

可
能
な
賠
償
金
を
課
す
こ
と
が
英
仏
主
導
で

一
方
的
に
決
め
ら
れ
た
。
ま
た
、
ド
イ
ツ
は

国
際
連
盟
へ
の
加
盟
も
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
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か
ら
世
界
政
治
の
建
設
者
と
し
て
デ

ビ
ュ
ー
し
た
の
で
す
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
後
の
長
い
平
和

を
支
え
た
「
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
」

（
注
12
）
も
米
国
中
心
に
、
両
大
戦
間

期
の
失
敗
を
教
訓
に
構
想
さ
れ
ま
し

た
。
Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ
（
注
13
）
等
の
貿
易
シ

ス
テ
ム
も
そ
う
で
す
。
そ
こ
で
重
要

と
さ
れ
た
の
は
、「
無
差
別
で
多
角
的
」

と
い
う
概
念
で
し
た
。
そ
れ
を
含
む
、

リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・

オ
ー
ダ
ー
を
根
付
か
せ
る
営
み
が
、

戦
後
七
〇
年
余
り
続
い
て
き
た
と
思

う
の
で
す
。
そ
の
中
で
日
本
は
、
シ

ビ
リ
ア
ン
・
パ
ワ
ー
と
し
て
、
国
際

秩
序
の
安
定
を
下
支
え
し
つ
つ
、
多

角
的
な
自
由
貿
易
交
渉
の
ほ
と
ん
ど

に
参
画
し
、
そ
の
果
実
を
糧
に
発
展

し
て
き
ま
し
た
。

櫻
井　

し
か
し
国
際
協
調
・
国
際
秩

序
の
維
持
・
安
定
は
、
新
興
国
の
台

頭
や
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
さ
ら
な
る
進

展
な
ど
で
、
非
常
に
難
し
く
な
っ
て

い
る
気
が
し
ま
す
。
一
九
世
紀
後
半

か
ら
両
大
戦
間
期
ま
で
は
ス
ー
パ
ー

パ
ワ
ー
だ
け
、
あ
る
い
は
地
域
の
地

政
学
だ
け
で
国
際
シ
ス
テ
ム
が
動
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
と
こ
ろ
が
現

代
は
、
ス
ー
パ
ー
パ
ワ
ー
も
地
域
も
、

さ
ら
に
は
国
際
機
関
の
い
ず
れ
も
相

応
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
状

況
は
大
き
く
変
わ
り
、
難
し
さ
も
怖

さ
も
増
大
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

船
橋　

新
興
国
の
台
頭
や
い
わ
ゆ
る

文
明
の
衝
突
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク

に
よ
る
資
本
主
義
の
危
機
、
そ
の
果

て
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
（
大
衆
迎
合
主

義
）
が
政
治
的
反
応
と
し
て
出
現
し

て
き
て
お
り
、
今
、
戦
後
の
歴
史
は
、

最
大
の
曲
が
り
角
に
来
て
い
る
と
感

じ
ま
す
。

櫻
井　

ま
さ
に
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体

制
の
頃
か
ら
続
く
秩
序
が
揺
ら
ぎ
始

め
て
い
る
、
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す

ね
。

船
橋　

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
体
制
も
、

多
国
間
主
義
に
よ
る
国
際
秩
序
の
形

成
で
し
た
。
九
カ
国
条
約
（
中
国
の

主
権
尊
重
、
中
国
の
門
戸
開
放
、
中

国
に
お
け
る
各
国
の
機
会
均
等
）、
四

カ
国
条
約
（
太
平
洋
に
お
け
る
領
土

画
定
）、
五
カ
国
条
約
（
英
米
日
仏

伊
の
海
軍
の
軍
備
制
限
）
の
三
本
柱

で
、
そ
れ
ま
で
パ
ク
ス
・
ブ
リ
タ
ニ

カ
、
あ
る
い
は
日
英
同
盟
で
仕
切
っ

て
き
た
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
秩
序

を
多
国
間
に
持
っ
て
い
っ
た
。
そ
れ

は
パ
ク
ス
・
ア
メ
リ
カ
ー
ナ
（
米
国

に
よ
る
平
和
）
へ
と
移
る
過
渡
期
で

も
あ
っ
た
わ
け
で
す
が
、
多
国
間
主

義
に
基
づ
い
て
秩
序
形
成
し
た
と
こ

ろ
は
新
し
い
思
想
だ
っ
た
と
思
い
ま

す
。

　

し
か
し
ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
体
制

は
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦
を
排
除
し
、
ま

た
中
国
の
民
族
主
義
の
要
求
を
抑
制

し
て
成
立
し
た
も
の
で
し
た
。
日
本

は
と
言
え
ば
、
満
州
に
お
け
る
「
特

別
の
利
益
」
を
認
め
さ
せ
た
も
の
の
、

「
中
国
の
門
戸
開
放
と
中
国
に
お
け

る
機
会
均
等
」
に
な
じ
め
ず
、
結
局

は
満
州
事
変
に
至
っ
た
。
も
っ
と
も
、

北
伐
後
の
蔣
介
石
政
権
の
関
税
自
主

権
の
一
方
的
宣
言
と
か
、
米
国
が
同

政
権
と
抜
け
駆
け
的
に
関
税
協
定
を

結
ぶ
と
か
、
民
族
自
決
と
普
遍
的
規

範
の
衝
突
か
ら
く
る
秩
序
形
成
の
難

し
さ
も
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
多
国

間
の
枠
組
み
を
主
導
し
て
き
た
米
国

が
中
国
の
歓
心
を
買
う
た
め
二
国
間

主
義
を
持
ち
込
ん
だ
。
そ
れ
も
ま
た
、

注
10

ラ
ッ
パ
ロ
条
約
（
一
九
二
二
年
締
結
）

ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
下
で
孤
立
し
た
ド
イ
ツ
と
、

ロ
シ
ア
革
命
に
よ
り
孤
立
し
た
ソ
ビ
エ
ト
連

邦
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
国
交
再
開
や
相
互

の
賠
償
請
求
放
棄
等
を
定
め
た
条
約
。

注
11

ジ
ャ
ン
・
モ
ネ

一
八
八
八
～
一
九
七
九
年

フ
ラ
ン
ス
出
身
。「
欧
州
統
合
の
父
」
の
一
人

と
称
さ
れ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
積
年

の
独
仏
対
立
の
要
因
で
あ
る
両
国
国
境
に
ま

た
が
る
鉄
鋼
・
石
炭
産
業
を
、
両
国
が
共
同

管
理
す
る
こ
と
を
提
唱
。
こ
れ
が
、
後
に
欧

州
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
、
さ
ら
に
は
現
在
の
欧

州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
へ
と
つ
な
が
っ
た
。

注
12

ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制

一
九
四
四
年
七
月
、
米
国
ニ
ュ
ー
ハ
ン
プ

シ
ャ
ー
州
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
に
お
い
て
締
結

さ
れ
た
議
定
書
に
基
づ
く
第
二
次
世
界
大
戦

後
の
国
際
通
貨
体
制
。
同
議
定
書
に
基
づ
き
、

国
際
通
貨
基
金
（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）
お
よ
び
世
界
銀

行
が
設
立
さ
れ
、
国
際
金
融
問
題
を
国
際
機

関
を
通
じ
て
解
決
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま

た
、
米
ド
ル
を
基
軸
通
貨
と
し
た
固
定
相
場

制
が
採
用
さ
れ
た
。

注
13

Ｇ
Ａ
Ｔ
Ｔ

（G
eneral A

greem
ent on Tariffs and 

Trade

：
関
税
と
貿
易
に
関
す
る
一
般
協
定
）

国
際
貿
易
の
自
由
化
、
拡
大
を
意
図
し
て

一
九
四
八
年
に
結
ば
れ
た
国
際
協
定
。
日
本

は
一
九
五
五
年
に
加
盟
。
貿
易
に
お
け
る
無

差
別
原
則
（
最
恵
国
待
遇
、
内
国
民
待
遇
）

等
の
基
本
的
ル
ー
ル
を
規
定
し
た
ガ
ッ
ト
は
、

多
角
的
貿
易
体
制
の
基
礎
を
築
き
、
貿
易
の

自
由
化
を
促
進
し
た
。
一
九
九
五
年
、
世
界

貿
易
機
関
（
W
T
O
）
設
立
に
伴
い
、
解
消

さ
れ
た
。
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ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
体
制
を
空
洞
化
さ

せ
た
。
話
は
急
に
現
代
に
飛
び
ま
す

が
、
新
政
権
の
下
、
米
国
が
多
国
間

主
義
を
無
視
し
、
二
国
間
主
義
で
押

し
ま
く
ろ
う
と
い
う
動
き
が
出
て
い

ま
す
。
危
険
な
兆
候
だ
と
思
い
ま
す
。

櫻
井　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
混

乱
が
収
ま
り
か
け
た
ら
、
急
に
不
確

実
性
が
増
大
し
て
き
た
と
い
う
感
じ

で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
、
今
は

第
一
次
大
戦
後
と
似
て
い
ま
す
ね
。

船
橋　

第
一
次
大
戦
後
の
混
乱
は
、

一
時
停
止
さ
れ
て
い
た
金
本
位
制
に

英
国
、
米
国
を
は
じ
め
欧
米
各
国
が

復
帰
し
た
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
こ
れ
が
経
済
を
萎
縮
さ
せ
た
。

金
融
引
き
締
め
に
よ
る
オ
ー
バ
ー
・

キ
ル
で
す
よ
ね
。
一
九
二
九
年
の

ウ
ォ
ー
ル
街
の
株
価
大
暴
落
を
機
に

一
九
三
三
年
頃
を
底
と
す
る
大
恐
慌

が
起
こ
っ
た
。
加
え
て
、
高
率
の
保

護
関
税
を
定
め
た
一
九
三
〇
年
の
ス

ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
法
（
注
14
）
の
成

立
が
痛
か
っ
た
。
こ
れ
で
、
世
界
貿

易
が
崩
壊
し
た
。
日
米
貿
易
も
二
、三

年
で
六
〇
％
激
減
し
ま
し
た
。

　

二
〇
一
〇
年
代
の
ギ
リ
シ
ャ
で

も
、
Ｅ
Ｕ
と
ド
イ
ツ
に
よ
っ
て
課
さ

れ
た
形
で
実
施
さ
れ
た
緊
縮
政
策
が

国
民
を
疲
弊
さ
せ
た
。
金
本
位
制
維

持
を
想
起
さ
せ
る
よ
う
な
ユ
ー
ロ
の

維
持
、
そ
の
た
め
の
緊
縮
政
策
に
よ
っ

て
ギ
リ
シ
ャ
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
ペ
イ

ン
等
の
経
済
が
疲
弊
し
て
い
っ
た
様

は
、
当
時
の
状
況
に
似
て
い
ま
す
。

櫻
井　

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
不
確

実
性
が
現
実
の
も
の
に
な
っ
て
き
た

ら
、世
界
経
済
は
成
長
が
難
し
く
な
る
。

船
橋　

世
界
の
貿
易
量
（
実
質
輸
入
）

は
リ
ー
マ
ン
後
、
伸
び
率
が
低
下
し
、

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
を
下
回
っ
て
い

る
。
こ
の
問
題
は
深
刻
で
す
。

櫻
井　

戦
後
四
〇
年
ぐ
ら
い
、
世
界

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
三
％
台
だ
っ
た

の
に
対
し
、
貿
易
は
そ
の
三
倍
、
九

～
一
〇
％
台
の
伸
び
率
で
し
た
。
過

去
を
見
て
も
、
戦
争
等
に
よ
る
中
断

は
あ
っ
た
も
の
の
、
貿
易
は
一
〇
〇

年
間
ぐ
ら
い
伸
び
て
き
た
ん
で
す
。

そ
れ
が
世
界
経
済
を
引
っ
張
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
今
や
経
済
成
長
率
を

下
回
っ
て
い
る
。
世
界
の
貿
易
停
滞

と
自
由
貿
易
体
制
の
揺
ら
ぎ
は
日
本

に
と
っ
て
も
深
刻
で
す
。

櫻
井　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
今
後
も

世
界
の
大
き
な
潮
流
と
し
て
、
国
際

秩
序
に
影
響
を
与
え
続
け
る
と
思
い

ま
す
。
も
っ
と
も
、
米
国
の
経
済
学

者
の
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ

ン
は
近
著
の
中
で
「
二
一
世
紀
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
は
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
」
と
書
い
て
い
ま
す
。
現
在
、

本
当
の
意
味
の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
の
は
世
界
約
二
〇
〇
カ
国
の
う
ち

三
〇
カ
国
程
度
で
、
先
端
技
術
は
先

進
国
の
企
業
が
握
っ
て
い
る
と
の
こ

と
で
す
。
今
後
、
一
握
り
の
国
や
企

業
が
自
分
た
ち
の
ル
ー
ル
を
グ
ロ
ー

バ
ル
に
課
そ
う
と
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

船
橋　

中
国
の
「
一
帯
一
路
」
の
戦

略
に
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
と
南
シ
ナ
海
・

イ
ン
ド
洋
の
双
方
で
自
ら
グ
ロ
ー
バ

ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
を
構
築
す
る

と
い
う
戦
略
的
意
思
が
こ
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
ハ
ー
ド
お
よ
び
ソ
フ
ト
の

両
面
で
イ
ン
フ
ラ
基
盤
を
構
築
し
、

新
た
な
国
際
秩
序
の
編
成
と

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
重
要
性

注
14

ス
ム
ー
ト
・
ホ
ー
リ
ー
法

一
九
三
〇
年
、
米
国
フ
ー
バ
ー
政
権
の
下
で

制
定
さ
れ
た
保
護
主
義
的
な
高
率
関
税
法
。

大
恐
慌
後
の
貿
易
に
多
大
な
悪
影
響
を
及
ぼ

し
た
。
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そ
れ
を
て
こ
に
ル
ー
ル
・
テ
ー
カ
ー

（
受
け
手
）
か
ら
ル
ー
ル
・
メ
ー
カ
ー

（
作
り
手
）
に
な
ろ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
こ
れ
が
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ダ
ー
を
下
支
え

す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
そ
れ
を
う
が

つ
の
か
、
そ
れ
も
こ
れ
か
ら
の
大
き

な
テ
ー
マ
で
す
ね
。

櫻
井　

日
本
も
、
特
に
ソ
フ
ト
面
の

イ
ン
フ
ラ
構
築
を
一
生
懸
命
に
や
ら

な
い
と
い
け
な
い
で
す
よ
ね
。

船
橋　

日
本
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
ど

う
や
っ
て
引
き
出
し
活
用
す
る
か
。

差
異
化
を
い
か
に
付
加
価
値
に
す
る

か
。
世
界
の
人
々
の
切
実
な
需
要
に

1815年 ウィーン会議／ワーテルローの戦い
1861～ 65 米　南北戦争
1868 日本　明治維新

1869 スエズ運河開通
1870～ 71 普仏戦争
1870 仏　第三共和政成立
1871 ドイツ帝国成立
1888 独　皇帝ヴィルヘルム二世即位

1894～ 95 日清戦争

1898 米西戦争／英独建艦競争始まる
1901～ 09 米　セオドア・ルーズベルト大統領
1902 日英同盟
1904～ 05 日露戦争
1913～ 21 米　ウッドロウ・ウィルソン大統領
1914～ 18 第一次世界大戦
1914 8月　パナマ運河開通
1916～ 22 英　ロイド・ジョージ戦時内閣
1917 ロシア革命
1918 ドイツ革命、皇帝ヴィルヘルム二世退位／ドイツと連合国休戦協定

1919 1月　パリ講和会議
6月　ベルサイユ条約調印

1920 国際連盟設立、日本は原加盟国であり常任理事国
1921～ 22 ワシントン会議
1921 四カ国条約／日本　日英同盟を破棄
1922 九カ国条約／五カ国条約（ワシントン海軍軍縮条約）／ラッパロ条約
1923 仏白によるドイツ・ルール地方占領／独　ハイパーインフレーションと「レンテンマルクの奇跡」
1925 英　金本位制に復帰／英独仏伊白など　ロカルノ条約締結
1926 独　国際連盟に加盟
1929 10月　ウォール街の株価大暴落
1930 日本　金本位制に復帰

米　スムート・ホーリー法成立
1931 9月 18日　満州事変

9月21日　英　金本位制停止
1933 1月　独　ナチス政権掌握

3月　日本　国際連盟より脱退
10月　独　国際連盟より脱退

1935 独　再軍備宣言
1936 独　ロカルノ条約を破棄

1937 日中戦争開始
1938 3月　独　オーストリア併合

9月　ミュンヘン会談、チェコ分割
1939 9月　第二次世界大戦開始
1941 8月　大西洋憲章（英米による戦後世界秩序に関する共同宣言）

12月　太平洋戦争開始
1944 7月　ブレトンウッズ会議
1945 2月　ヤルタ会談

5月　独　無条件降伏
6月　国際連合憲章（国際連合設立条約）が成立
7月　ポツダム宣言
8月　日本　無条件降伏、第二次世界大戦終結

1951 ヨーロッパ石炭鉄鋼共同体条約（ECSC）調印
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応
え
る
か
。
ま
ず
、
世
界
の
グ
ロ
ー

バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
中
に

し
っ
か
り
入
ら
な
い
こ
と
に
は
そ
の

切
実
さ
を
感
じ
さ
せ
る
こ
と
も
で
き

な
い
。
同
時
に
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

も
含
め
、
そ
の
競
争
優
位
を
ス
ト
ー

リ
ー
で
語
ら
な
い
と
な
ら
な
い
。
そ

う
し
た
試
み
は
、
付
加
価
値
に
と
ど

ま
ら
ず
、
価
値
そ
の
も
の
の
創
造
を

目
指
す
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ

う
し
た
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
を
私
は

「
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
・
ク
ー
ル
」
と
名
付

け
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
日

本
は
自
分
で
パ
ッ
ケ
ー
ジ
を
つ
く
れ

ず
、
価
格
設
定
も
で
き
な
い
、
素
材

と
部
品
の
下
請
け
国
家
に
な
っ
て
し

ま
う
と
危
惧
し
て
い
ま
す
。

櫻
井　

戦
後
、
日
本
は
、
世
界
と
相

互
依
存
を
深
め
つ
つ
発
展
し
て
き
ま

し
た
。
今
の
米
国
内
の
様
相
は
、
戦

後
の
国
際
政
治
か
ら
国
際
経
済
秩
序

に
ま
で
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

船
橋　

戦
後
の
リ
ベ
ラ
ル
・
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ダ
ー
は
、

米
国
に
も
っ
と
も
都
合
よ
く
で
き

て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
他
国
は
皆

知
っ
て
い
ま
す
が
、
米
国
か
ら
パ
ブ

リ
ッ
ク
グ
ッ
ズ
（
公
共
財
）
の
恩
恵

―
―
「
航
行
の
自
由
」
が
そ
の
典
型

で
す
―
―
を
受
け
て
い
る
の
で
受
容

し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
米
国

だ
け
得
す
れ
ば
い
い
、
と
い
う
こ
と

に
な
れ
ば
、
他
国
は
米
国
と
一
緒
に

や
ろ
う
と
い
う
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

な
く
す
で
し
ょ
う
。

櫻
井　

決
し
て
「
囚
人
の
ジ
レ
ン

マ
」
に
陥
ら
な
い
よ
う
に
国
際
協
力

体
制
を
再
構
築
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

船
橋　

国
際
経
済
や
金
融
協
力
体
制

を
「
囚
人
の
ジ
レ
ン
マ
」
や
ゼ
ロ
サ

ム
ゲ
ー
ム
に
陥
ら
せ
ず
、
参
加
者
全

員
が
利
益
を
得
る
プ
ラ
ス
サ
ム
ゲ
ー

ム
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国

の
対
外
経
済
政
策
が
、
そ
し
て
新
政

権
下
の
米
国
の
そ
れ
も
含
め
、
地
政

学
的
色
彩
を
強
め
、
ゲ
ー
ム
が
ゼ
ロ

サ
ム
化
す
る
傾
向
に
あ
る
の
が
心
配

で
す
。

櫻
井　

そ
の
た
め
に
は
リ
ー
ダ
ー

同
士
の
人
脈
と
相
互
の
妥
協
も
必
要

に
な
る
。
つ
ま
り
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

が
重
要
に
な
り
ま
す
。
冒
頭
に
も
話

が
出
ま
し
た
が
、
第
一
次
世
界
大
戦

後
の
混
乱
を
み
て
も
、
米
国
が
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ら
な
か
っ
た
と
い

う
の
は
大
き
い
で
す
よ
ね
。
時
の
大

統
領
で
あ
る
ウ
ィ
ル
ソ
ン
（
注
15
）
は
、

非
常
に
高
い
理
想
を
持
ち
、
い
わ
ゆ

る
「
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
十
四
カ
条
平
和

原
則
」（
注
16
）
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

ベ
ル
サ
イ
ユ
体
制
は
、
欧
州
列
強
に

よ
っ
て
恣
意
的
に
解
釈
さ
れ
つ
つ

も
、
こ
れ
に
基
づ
い
て
構
築
さ
れ
る

の
で
す
が
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
国
内
の

議
会
の
説
得
に
失
敗
し
、
米
国
は
そ

の
体
制
に
入
れ
な
い
。

船
橋　

経
済
学
者
ケ
イ
ン
ズ
も
、
著

書
『
平
和
の
経
済
的
帰
結
』
に
お
い

て
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
こ
と
を
ド
ン
・

キ
ホ
ー
テ
だ
と
評
し
て
い
ま
す
ね
。

理
想
は
い
い
、
し
か
し
現
実
は
ど
う

な
の
か
と
。
米
国
の
理
念
を
掲
げ
る

の
は
い
い
、
し
か
し
そ
れ
は
、
世
界

の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
の
歴
史
で
あ
る

と
か
、
地
政
学
的
な
状
況
と
い
っ
た

さ
ま
ざ
ま
な
制
約
要
因
を
ど
こ
ま
で

見
据
え
て
の
こ
と
な
の
か
と
。
ウ
ィ

ル
ソ
ン
が
歴
史
の
正
し
い
側
に
い
た

こ
と
は
間
違
い
な
い
。
リ
ベ
ラ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ダ
ー

注
15

ウ
ッ
ド
ロ
ウ
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

一
八
五
六
～
一
九
二
四
年

米
国
第
二
八
代
大
統
領
（
在
任
一
九
一
三
～

一
九
二
一
年
）。
連
邦
政
府
が
積
極
的
に
社

会
正
義
実
現
に
向
け
た
役
割
を
担
う
べ
き
と

し
て
、
米
国
の
中
央
銀
行
で
あ
る
連
邦
準
備

制
度
の
創
設
や
反
ト
ラ
ス
ト
法
を
制
定
し
た
。

一
九
一
七
年
、「
す
べ
て
の
戦
争
を
終
わ
ら
せ

る
た
め
の
戦
争
」
と
も
評
さ
れ
た
第
一
次
世

界
大
戦
に
米
国
を
参
戦
さ
せ
た
。

注
16

ウ
ィ
ル
ソ
ン
の
十
四
カ
条
平
和
原
則

第
一
次
世
界
大
戦
中
の
一
九
一
八
年
に
発
表

さ
れ
た
大
戦
を
終
結
さ
せ
る
た
め
の
条
件
。

主
た
る
内
容
は
、
①
秘
密
外
交
の
廃
止
、
②

経
済
障
壁
の
除
去
と
貿
易
条
件
の
平
等
性
の

確
立
、
③
軍
備
縮
小
、
④
民
族
自
決
、
⑤
国

際
連
盟
の
創
設
。
高
邁
な
内
容
で
あ
っ
た
が
、

多
民
族
国
家
オ
ー
ス
ト
リ
ア
（
ハ
プ
ス
ブ
ル

ク
）、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
、
ロ
シ
ア
の
各
帝

国
内
の
民
族
独
立
運
動
と
独
立
後
の
国
境
線

問
題
、
お
よ
び
各
国
内
に
お
け
る
少
数
民
族

問
題
と
い
っ
た
現
代
に
至
る
複
雑
な
問
題
も

惹
起
さ
せ
た
。
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も
ウ
ィ
ル
ソ
ン
主
義
の
賜
物
で
も
あ

る
。
た
だ
、
そ
れ
を
戦
略
化
す
る
の

は
難
し
い
。
統
治
と
併
せ
て
そ
れ
を

行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で

す
。
そ
れ
に
、
理
想
は
往
々
に
し
て

正
義
と
同
一
視
さ
れ
、
独
善
を
生
み

が
ち
で
す
。
国
際
社
会
が
自
国
以
外

の
民
を
保
護
す
る
責
任
を
う
た
っ
て

い
る
Ｒ
２
Ｐ
（
注
17
）
論
も
、
そ
の
典

型
で
す
ね
。

櫻
井　

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
っ
て

も
、
高こ
う
ま
い邁
な
理
想
主
義
だ
け
で
は
走

れ
な
い
わ
け
で
す
ね
。
一
方
セ
オ
ド

ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
（
注
18
）
も
ウ
ィ

ル
ソ
ン
同
様
、
米
国
が
グ
ロ
ー
バ
ル

で
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と
ろ
う
と
い

う
気
概
の
あ
っ
た
人
だ
と
思
い
ま

す
。
た
だ
し
、
も
っ
と
現
実
的
な
ん

で
す
ね
。
彼
は
、
パ
ナ
マ
運
河
の
利

権
を
フ
ラ
ン
ス
か
ら
購
入
し
、
ま
た

運
河
地
域
を
米
国
の
支
配
下
に
し
ま

し
た
。
ま
た
、
ロ
シ
ア
と
日
本
を
競

わ
せ
よ
う
と
し
て
、
日
露
戦
争
の
講

和
の
仲
介
役
を
務
め
な
が
ら
、
北
東

ア
ジ
ア
で
日
本
が
台
頭
す
る
と
み
る

や
、
日
本
に
艦
隊
を
送
り
込
ん
で
け

ん
制
す
る
。

　

実
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
開
始
時

の
米
国
の
世
界
に
占
め
る
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

大
体
二
〇
％
と
現
在
と
同
じ
。
し
か

し
当
時
の
米
国
は
軍
事
的
に
は
ほ
と

ん
ど
小
国
で
、
海
軍
は
当
時
の
チ
リ

の
海
軍
よ
り
予
算
が
少
な
い
。
ウ
ィ

ル
ソ
ン
政
権
は
、
予
算
を
英
国
海
軍

と
同
じ
に
し
よ
う
と
す
る
。

船
橋　

そ
れ
が
ベ
ル
サ
イ
ユ
会
議
に

際
し
て
、
列
強
間
の
も
の
す
ご
い
緊

張
要
因
に
な
る
ん
で
す
。
そ
し
て
英

国
の
首
相
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ
（
注

19
）
の
圧
力
で
一
回
は
予
算
案
を
引

き
下
げ
る
。
確
か
に
ウ
ィ
ル
ソ
ン
は
、

海
軍
の
予
算
増
強
を
言
っ
た
け
れ
ど

も
、
結
局
、
米
国
国
内
で
は
誰
も
つ

い
て
い
か
な
か
っ
た
。
リ
ベ
ラ
ル
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ダ
ー

を
軍
事
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
含
め

た
戦
略
に
よ
っ
て
裏
打
ち
す
る
、
と

い
う
こ
と
が
二
〇
年
代
の
米
国
は
で

き
な
か
っ
た
。

櫻
井　

米
国
の
有
力
シ
ン
ク
タ
ン

ク
の
会
長
を
務
め
て
い
る
リ
チ
ャ
ー

ド
・
ハ
ー
ス
が
、
危
機
が
あ
る
と
そ

の
時
に
必
要
な
人
材
が
必
ず
現
れ
て

対
応
は
す
る
。
た
だ
し
そ
の
人
材
に

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
が
な
い
と
、
対
応

に
非
常
に
時
間
が
か
か
り
、
非
常
に

コ
ス
ト
が
か
か
る
こ
と
が
あ
る
と
述

べ
て
い
ま
す
。

船
橋　

時
代
が
人
を
つ
く
る
と
言
い

ま
す
が
、
危
機
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
生
む
と
い
う
と
こ
ろ
は
間
違
い
な

く
あ
る
と
思
い
ま
す
。

櫻
井　

い
ろ
い
ろ
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。
本
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

注
17

Ｒ
２
Ｐ

（Responsibility to Protect

：
保
護
す
る
責

任
）

二
〇
〇
五
年
九
月
、
国
連
の
首
脳
会
合
で
採

択
さ
れ
た
成
果
文
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
概

念
。
個
々
の
国
家
は
、
大
量
殺
り
く
、
戦
争

犯
罪
、
民
族
浄
化
、
人
道
に
対
す
る
罪
か
ら

自
国
民
を
保
護
す
る
責
任
を
負
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
国
際
社
会
は
、
個
々
の
国
家
が
そ

の
責
任
の
実
行
と
保
護
す
る
能
力
の
構
築
を

支
援
す
る
が
、
個
々
の
国
家
が
、
そ
の
責
任

の
実
行
と
保
護
す
る
能
力
の
構
築
に
明
ら
か

に
失
敗
し
て
い
る
場
合
、
国
際
社
会
は
、
そ

の
責
任
を
代
わ
っ
て
果
た
し
て
い
く
と
い
う

も
の
。

注
18

セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト

一
八
五
八
～
一
九
一
九
年

米
国
の
第
二
六
代
大
統
領
（
在
任
一
九
〇
一

～
一
九
〇
九
年
）。
米
国
の
伝
統
的
な
外
交
政

策
で
あ
る
モ
ン
ロ
ー
主
義
に
基
づ
い
て
、
中

南
米
諸
国
に
武
力
等
を
伴
う
積
極
外
交
を
展

開
し
た
。
な
お
、
熊
の
ぬ
い
ぐ
る
み
「
テ
デ
ィ

ベ
ア
」
は
、
セ
オ
ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
に

由
来
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

注
19

デ
イ
ビ
ッ
ド
・
ロ
イ
ド
・
ジ
ョ
ー
ジ

一
八
六
三
～
一
九
四
五
年

英
国
の
政
治
家
。
自
由
党
の
ア
ス
キ
ス
内
閣

に
お
い
て
蔵
相
を
務
め
、
ド
イ
ツ
と
の
建
艦

競
争
等
の
財
源
捻
出
の
た
め
、
富
裕
層
向
け

の
課
税
を
行
う
「
人
民
予
算
」
を
成
立
さ
せ

た
。
ま
た
、
上
院
の
権
限
を
制
限
し
、
下
院

の
上
院
に
対
す
る
優
位
を
定
め
た
「
議
会
法
」

を
成
立
さ
せ
た
。
一
九
一
六
～
一
九
二
二
年

ま
で
首
相
を
務
め
戦
争
お
よ
び
戦
後
の
講
和

交
渉
を
強
力
に
推
し
進
め
た
。
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